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Ⅰ．はじめに

　認知症カフェは，我が国の認知症施策である認知
症施策推進大綱において，認知症当事者を介護する
者の負担軽減のために，全市町村に普及することを
目標としている社会資源である。令和2年度実績調
査によると，認知症カフェは1518市町村で実施され，
設置主体別では特別養護老人ホーム（以下，「特養
ホーム」とする）を含む介護サービス施設・事業者
28％と最も高い割合で実施されている１）。特養ホー
ムは，利用者への介護・援助サービスの質を重要視

しながらも，自施設の持つ設備や人材等の資源やノ
ウハウを最大限に活用し，認知症カフェ等の地域住
民との活動にも注力しようとしており２），このよう
な特養ホームの活動の結果が，先に示した認知症カ
フェの設置主体別内訳にあらわれているといえる。
　認知症カフェについては，認知症当事者の楽しみ
や対人交流の増加等，認知症当事者への効果がこれ
まで報告されており３－10），認知症当事者を介護する
者への効果については，認知症の症状や福祉サービ
スに関する情報が得られ11），介護経験や不安の吐露
等ができる12）とされていた。一方で，認知症カフェ
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の現状は，認知症当事者とその介護者の参加はほと
んどなく，参加していても極少数とされ13），特養
ホームが運営する認知症カフェにおいても同様の結
果14）であった。また，認知症当事者とその介護者は，
認知症カフェに参加する人の多くが地域に居住する
高齢者であるため，認知症カフェに参加することに
よって不利益が生じることへの恐れや羞恥心をもっ
ていること，認知症カフェの内容を難しく感じてい
ることが示された。他方，参加者の大多数である地
域に居住する高齢者は，顔見知りが集まる場を求め
ており，認知症当事者とその介護者との間には乖離
が生じていたことが明らかになったが，これらの結
果は認知症カフェの実施者が捉えたものである。ま
た，前述した課題を抱えつつ，認知症当事者とその
介護者，地域に居住する高齢者が認知症カフェに参
加していることは事実である。それらの人々がどの
ような価値を見出し参加しているのか，つまり認知
症カフェの参加者の視点からみた参加の意義を明ら
かにすることは，認知症カフェが「認知症の人とそ
の家族・友人にとって，自分らしさを発揮し，社会
とかかわりを持てる場所」 15）であるための示唆を得
る上で，最も重要な視点である。しかし，これらを
明らかにしたものは現時点では見当たらなかった。
　本研究は，特養ホームが運営する認知症カフェに
参加する認知症当事者とその介護者，地域に居住す
る高齢者が，どのような参加の意義をもって認知症
カフェに参加しているのかを，それぞれの人の視点

から明らかにする。なお，認知症カフェに参加する
人は，認知症当事者とその介護者，地域住民だけで
はなく，ボランティアや専門職も含まれているが15），
本研究では，認知症当事者とその介護者，地域に居
住する高齢者を対象とし，これらの人々を認知症カ
フェ参加者とする。

Ⅱ．方法

１．研究参加者
　X 市にある特養ホームが運営する認知症カフェに
参加している認知症カフェ参加者で，研究の趣旨を
説明して承諾が得られた人であった。
　研究対象を選定する際，先行研究14）から導いた設
置率が高いとされる人口50～100万人未満，高齢化
率25～30％未満の自治体に該当し，研究者がアクセ
スしやすいという条件を設け，それらをすべて満た
す X 市を選定した。そして，X 市内の特養ホーム
が運営する認知症カフェで，研究同意の得られた３
か所の認知症カフェの実施者から，認知症カフェ参
加者の中から紹介された人であり，さらに研究者が
研究参加の自由等の倫理的配慮を示して同意を得ら
れた人であった。
　なお，研究同意の得られた３か所の認知症カフェ
の運営状況については，表１に示した。
　

表１　研究参加者の参加する認知症カフェの運営状況

研究参加者 A B C D E F

認知症カフェ
の運営状況

開催頻度や時間数 月2回，5時間 月1回，2時間 週2日，5時間

場所 特養ホームの所有
する建物内

特養ホームの立地
する地区公民館 特養ホームが所有する建物内

対象者 制限を設けていない

定期的に開催し，お茶を飲みつつ様々な活動を行う

内容

例：認知症に関す
る講話，レクリ
エーション，お茶
を飲みながらの交
流，昼食

例：認知症に関す
る講話，体操，レ
クリエーション，
お茶を飲みながら
の交流

例：認知症に関する講話，運動，お茶を飲みながらの交流，
　　昼食，旅行

スタッフ
専門職10名程度，
ボランティア5～6
名

専門職4～5名，
民生委員1名，
ボランティア1名

専門職1名，ボランティア数名

参加人数
30名程度 10名程度 10名程度

認知症当事者や介護者は参加していない，もしくはごく少数
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２．研究期間
１）研究期間：2018年７月から2022年８月
２）調査期間：2018年12月から2019年12月

３．研究方法
１）研究デザイン
　本研究では，認知症カフェに参加する意義を認知
症カフェ参加者自身の視点から把握することを目的
とした。そのため，研究対象者との相互作用によっ
て当事者のものの見方や生活を把握し，当事者の世
界を真に理解することを目的としているエスノグラ
フィの手法16）を参考にした質的帰納的研究を選択し
た。
２）データ収集方法
　データ収集は，研究調査に承諾が得られた３か所
の認知症カフェで，研究者が研究対象である集団の
一部となって参加観察を行う「観察者としての参加
者」，つまり認知症カフェに参加している者として
認知症カフェ参加者と活動をともにしながら，参加
観察やインタビューを行った。具体的には，１年間
の調査期間のうち，各認知症カフェの開催日に月１
～２回の頻度で参加し，開催時間中滞在した。
　まず，フィールドワークによって認知症カフェの
様子を把握し，研究参加者の態度や行動，認知症カ
フェ実施者や研究参加者同士の関わり，会話等の観
察した内容をノートに記録した。インタビューの内
容は，フィールドワークで得た内容を基に，研究参
加者が認知症カフェに参加している意義や参加に
よって得ているもの，参加のきっかけや生活状況な
どを自由に語ってもらい，許可を得てノートに記録
した。なお，インタビューは，認知症カフェの行わ
れている建物内の本人が希望する場所で，個別に
データを収集した。
３）分析方法
　分析に用いるデータは，インタビューによって得
られた記録とした。データの分析は，以下の手順で
行った。

（1）認知症カフェ参加者の概要
①　認知症カフェ参加者のインタビューによって

得られた記録から，認知症カフェ参加者の年
齢・性別・居住形態などについて整理した。

（2）認知症カフェ参加者の参加意義
　認知症カフェ参加者の参加意義の分析は，
Spradley16），麻原17）が示す手法を参考に行った。

①　認知症カフェ参加者のインタビューによって
得られた記録から，認知症カフェに参加してい
る意義を表している箇所を認知症カフェ参加者
ごとに抜き出し，コードとして表した。

②　認知症カフェ参加者ごとに抜き出したコード
について，類似性を検討した。その際，言葉

（X）と言葉（Y）をつなぐ９つの意味関係を手
がかりとした。９つとは，1. 完全な包含（X
は Y の種類である），2. 空間（X は Y の場所
/ 一部である），3. 因果関係（X は Y の結果 /
原因である），4. 理論的根拠（X は Y を行う理
由である），5. 活動の場（X は Y を行う場所で
ある），6. 機能（X は Y に用いられる），7. 目
的と手段（X は Y を行う方法である），8. 連続
/ 順序（X は Y の段階である），9. 特徴（X は
Y の特徴である）である。共通の意味内容を持
つものを集めて，サブカテゴリとして抽出した。

③　認知症カフェ参加者すべてに抽出されたサブ
カテゴリについて，類似性を検討しながら統合
し，カテゴリとして表した。

④　統合したカテゴリとサブカテゴリを一覧に表
し，認知症カフェ参加者の参加の意義を表す
テーマを抽出した。テーマは，多くのカテゴリ
の中に繰り返し出現するあらゆる原則，それが
潜在的なものであれ顕在的なものであれ，文化
的意味のサブシステム間の関係として機能する
もの18）としていることから，この点を活用しな
がらテーマを抽出した。

　データの解釈やカテゴリの抽出にあたっては，質
的研究の経験を持つ複数の研究者で行い，信用性と
確実性の確保に努めた。

４． 倫理的配慮
　倫理的配慮については，認知症カフェを運営する
特養ホームの代表者および認知症カフェ実施者に対
して，研究の目的や方法，依頼内容，研究参加の自
由，プライバシーの保護等について説明し，本研究
への協力および研究参加者の紹介を依頼した。また，
認知症カフェ実施者から紹介を受けた認知症カフェ
参加者に対し，研究参加の自由，プライバシーの保
護等を説明し，研究協力を依頼した。
　本研究は，熊本保健科学大学ライフサイエンス倫
理審査委員会の承認を受けて実施した（承認番号
18049）。
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Ⅲ．結果

　本研究の研究参加者の概要を表２に表した。また，
認知症当事者とその介護者，および地域に居住する
高齢者それぞれの参加の意義を分析した結果につい
て，カテゴリ，サブカテゴリを表にしてまとめた

（表３・４）。
１．研究参加者の概要（表２）
　研究参加者は６名，１か所の認知症カフェにつき
１～３名であった。６名のうち，認知症当事者１名，
介護者２名，地域に居住する高齢者３名であった。
年齢は，70代１名，80代３名，90代２名であった。
性別は，男性１名，女性５名であった。居住形態は，
夫婦２人暮らし１名，家族と同居２名，独居３名で
あった。面接時間は，14～37分（平均23.83分）で
あった。

２．認知症カフェ参加者の参加意義に関するカテゴ
リ，サブカテゴリ

　認知症カフェ参加者の参加意義は，すべての研究
参加者の93コードを用いて分析を行った。その結果，
認知症当事者とその介護者，および地域に居住する
高齢者それぞれの参加意識に関するカテゴリ，サブ
カテゴリとして表された。認知症当事者とその介護
者，地域に居住する高齢者それぞれの参加意義に関
するものは，２つのカテゴリと４つのサブカテゴリ
であった。
　以後，カテゴリを示す際には【 】，サブカテゴリ
は＜ ＞，研究参加者の言葉は『 』，研究参加者の
言葉の最後の〔 〕内に示すアルファベットは研究
参加者を表し，認知症当事者とその介護者，地域に
居住する高齢者それぞれの参加意義に関する各カテ
ゴリを説明する。

表３　認知症カフェに参加している認知症当事者と介護者の参加意義に関するカテゴリ，サブカテゴリ

カテゴリ サブカテゴリ

【 私を知る認知症カフェ実施者が，体調を気遣い，話を聴
いてくれる】

＜私を知る認知症カフェ実施者が，家族への愚痴など私の話を聴いてくれる＞

＜ 男性参加者が少なく寂しさを感じるものの，私の介護経験を知る認知症カフェ
実施者が体調を気遣ってくれる＞

【 認知症当事者のよいところやともに暮らした楽しい時
間を思い出す機会を得る】

＜認知症当事者のよいところやともに暮らした楽しい時間を思い出す＞

＜昔懐かしい場所への外出を楽しむ機会を得る＞

表４　認知症カフェに参加している地域に居住する高齢者の参加意義に関するカテゴリ，サブカテゴリ

カテゴリ サブカテゴリ

【 身体的老化や老化による社会性の変化を自覚するが，
少しでも健康を維持するための行動が叶う】

＜ 視聴覚や歩行能力の低下などの老いを自覚するが，少しでも元気でいたいと
願って運動する＞

＜ 普段は会話の機会の減少や他者との関係構築の難しさを感じるが，顔見知りが
集まり言いたいことが話せる＞

＜物忘れを自覚し，外出の機会を得て人と会うことで対策をする＞

【外出や季節の行事を楽しむ機会を得る】 ＜外出や季節の行事を楽しむ機会を得る＞

表２　研究参加者の概要

研究参加者 A B C D E F

研究参加者の詳細 介護者 介護者 地域に居住する高齢者 認知症当事者 地域に居住する高齢者 地域に居住する高齢者

年齢 80代 90代 80代 80代 90代 70代

性別 男性 女性 女性 女性 女性 女性

居住形態 独居 夫婦2人暮らし 家族と同居 家族と同居 独居 独居

面接時間 32分 14分 37分 22分 17分 21分
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１）認知症カフェに参加している認知症当事者とそ
の介護者の参加意識に関するカテゴリ，サブカテ
ゴリ（表３）

　認知症カフェに参加している認知症当事者とその
介護者は，【私を知る認知症カフェ実施者が，体調
を気遣い，話を聴いてくれる】【認知症当事者のよ
いところやともに暮らした楽しい時間を思い出す機
会を得る】という２つのカテゴリで表される認知症
カフェへの参加意義をもっていた。以下に，それぞ
れのカテゴリを説明する。
（1）【私を知る認知症カフェ実施者が，体調を気

遣い，話を聴いてくれる】
　　このカテゴリは，< 私を知る認知症カフェ実

施者が，家族への愚痴など私の話を聴いてくれ
る > < 男性参加者が少なく寂しさを感じるも
のの，私の介護経験を知る認知症カフェ実施者
が体調を気遣ってくれる > という２つのサブ
カテゴリで構成された。認知症当事者とその介
護者は，普段の生活の中で家族への不満をもっ
ていることや，認知症カフェの男性参加者の少
なさに寂しさを感じているが，認知症カフェ実
施者がそのような私に関心を寄せ，気遣い，話
を聴いてくれるという参加意義を認知症カフェ
にもっていた。

< 私を知る認知症カフェ実施者が，家族への
愚痴など私の話を聴いてくれる >
　『今はなにも家事をしない。孫がしてくれ
るし，子どもが何でもしてくれる。ばあさん
は危ないって言ってね，家事をさせてくれな
い。前は子どもたち家族も忙しかったし，私
がお弁当作ってあげたり，夕食の準備をした
りしていたけど。家にいてもなにもしていな
いのよね。家ではなにもできない。こんな話
を，いつも先生（認知症カフェ実施者）は，
わたしがここに来たら寄ってきて聴いてくれ
るし，いつも心配してくれる。〔D〕』
< 男性参加者が少なく寂しさを感じるものの，
私の介護経験を知る認知症カフェ実施者が体
調を気遣ってくれる >
　A さんが通う認知症カフェでは男性は極
少数であり，A さんは会場の隅にひとり座っ
ていたが，認知症カフェ実施者等のスタッフ
から声をかけられると笑顔で話をしている様
子がみられた。

　『（当日の認知症カフェの会場を）みてわか
ると思うんだけど，男は，参加者が少ないん
だよ。ほんとうに少ない。そこが寂しいとこ
ろだね。うちの妻が具合悪くなってから，自
分のことは自分でしていたのだけどね。いま
でも毎日食事の準備をしてるよ。あまり種類
は多くないけれど，自分でやっている。うち
の妻をみながら（介護しながら），自分のこ
ともしてきたものだから，ここの○○さん

（A さんが通う認知症カフェ実施者）がいつ
も気にかけてくれてね。体調は大丈夫か，っ
てね。ここにくれば，〇〇さんが声をかけて
くれるし，話を聴いてくれる〔A〕』

（2）【認知症当事者のよいところやともに暮らし
た楽しい時間を思い出す機会を得る】

　　このカテゴリは，< 認知症当事者のよいとこ
ろやともに暮らした楽しい時間を思い出す >

　<昔懐かしい場所への外出を楽しむ機会を得る>
という２つのサブカテゴリで構成された。認知
症カフェの行事として，過去居住していた場所
など懐かしさを感じる場所への外出機会を認知
症当事者が得ることや，認知症当事者のよいと
ころを再確認し，これまでともに暮らした楽し
い時間を介護者が回顧するという参加意義を認
知症カフェにもっていた。

< 認知症当事者のよいところやともに暮らし
た楽しい時間を思い出す >
　B さんは，認知症である夫と二人暮らしで
あり，在宅で夫の介護をひとりで行っていた
ものの，最近は認知症カフェ実施者が勤務す
る特別養護老人ホーム関連のデイサービスに
夫は通い始め，同時に B さんは認知症カフェ
に通いだしていた。
　『主人（B さんが現在介護している夫）は，
昔から面白いひとで。ひとを喜ばすのが好き
な人で。主人がいたから，楽しい人生を歩む
ことができました。いつも二人で笑っていま
した。苦しいときもあったけど，主人と二人
だったから頑張ってこれました。最近は，主
人に笑顔がでていなかったけれど，デイサー
ビスに行き始めて笑顔がでてきました。△△
さん（B さんが通う認知症カフェ実施者）は，
主人のデイサービスでの様子を知っていて，
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ここで話してくれる。それが，とてもうれし
くてね。昔の主人を思い出す〔B〕』
< 昔懐かしい場所への外出を楽しむ機会を得
る >
　戦後，D さんは，幼少時に海外から家族と
X 市に引き揚げてきて育った。結婚後は，別
の地域で暮らしていた。
　『（戦後，海外から）引き揚げてきて。□□

（戦後すぐ，D さんが X 市内で暮らした場所）
で育った。だからね，□□にできた，なんて
いうのかな，あの新しい建物ができたでしょ
う・・・。そうそう！今度あそこ（戦後すぐ，
D さんが X 市内で暮らした場所）に行くで
しょ。楽しみなのよ。ずいぶんかわっている
のだろうねえ。あのころはなにもなくてねえ。
家族みんな，苦労したのよ。でもね，とても
楽しかったのよ。ここ（D さんが通う認知症
カフェ）は，懐かしい場所に連れて行ってく
れる。自分ではなかなか，行けない〔D〕』

　以上の分析結果から，認知症当事者とその介護者
がもつ認知症カフェの参加意義を表すテーマとして，

「認知症当事者とその介護者は，体調に気遣いなが
ら毎日の暮らしの中での愚痴や不満に耳を傾けてく
れる認知症カフェ実施者が存在し，認知症当事者と
その介護者がこれまで暮らした楽しい時間を回顧で
きること」が示された。

２）認知症カフェに参加している地域に居住する高
齢者の参加意識カテゴリ，サブカテゴリ（表４）

　　認知症カフェに参加している地域に居住する高
齢者は，【身体的老化や老化による社会性の変化
を自覚するが，少しでも健康を維持するための行
動が叶う】【外出や季節の行事を楽しむ機会を得
る】という２つのカテゴリで表される参加意義を
もっていた。以下に，それぞれのカテゴリを説明
する。

（1）【身体的老化や老化による社会性の変化を自
覚するが，少しでも健康を維持するための行動
が叶う】

　　このカテゴリは，< 視聴覚や歩行能力の低下
などの老いを自覚するが，少しでも元気でいた
いと願って運動する >< 普段は会話の機会の減
少や他者との関係構築の難しさを感じるが，顔

見知りが集まり言いたいことが言える >< 物忘
れを自覚し，外出の機会を得て人と会うことで
対策をする > という３つのサブカテゴリで構
成された。地域に居住する高齢者は，視聴覚や
歩行能力等の身体的老化と，他者との関係構築
等の難しさ，物忘れを自覚するものの，少しで
も元気でいたいと健康維持を希求し，そのため
の行動が叶うという参加意義を認知症カフェに
もっていた。

< 視聴覚や歩行能力の低下などの老いを自覚
するが，少しでも元気でいたいと願って運動
する >
　『ここ（C さんが通う認知症カフェ）で，
結構身体を動かすのよ。家族の迎えを待って
いる間に，自転車（C さんが通う認知症カ
フェに設置されているエルゴメーター）を漕
いだりしている。眼も耳も悪くなってきたけ
ど，足もね，弱くなるでしょう。ここに通っ
て，ちょっとでも元気でいたいから。〔C〕』
< 普段は会話の機会の減少や他者との関係構
築の難しさを感じるが，顔見知りが集まり言
いたいことが言える >
　『外にでてもね，お友だちにすぐなれると
いうことが私達にはないものだから。でも，
家にいてもね，家族も私の話を聞いてくれな
いのよ，話をしたいけど。ここでは顔見知り
の人たちばかりで。家族は私の話を聴いてく
れない，なんて話が出て。言いたいことが言
えるの。〔F〕』
< 物忘れを自覚し，外出の機会を得て人と会
うことで対策をする >
　『ちょっとね，物忘れが出てきているよう
な感じがあるの。外に出ないと人と話さない
から，気がけて外に出るようにしている。こ
こ（E さんが通う認知症カフェ）は，外に出
るいい機会。ここにくれば，人と会うことが
できるから。〔E〕』

（2）【外出や季節の行事を楽しむ機会を得る】
　　このカテゴリは，< 外出や季節の行事を楽し

む機会を得る > という１つのサブカテゴリで
構成された。地域に居住する高齢者は，外出や
季節の行事を楽しむ機会を得るという参加意義
を認知症カフェにもっていた。
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< 外出や季節の行事を楽しむ機会を得る >
　『外に出る機会がないのよ。でも，ここ（F
さんの通う認知症カフェ）にくると，どこに
でも連れて行ってくれる。温泉に行ったり，
この近くの宴会場にいって新年会や忘年会も
したよ。楽しいのよ，ここの新年会。それが
楽しみなの。〔F〕』

　以上の分析結果から，地域に居住する高齢者がも
つ認知症カフェの参加意義を表すテーマとして，

「地域に居住する高齢者は，少しでも健康を維持し
たいと希求し，そのための行動が叶い，外出や行事
を楽しむ機会があること」が示された。

Ⅳ．考察

　特養ホームが運営する３か所の認知症カフェで調
査を行ったが，研究同意の得られた認知症カフェ参
加者６名のうち，認知症当事者とその介護者，地域
に居住する高齢者が半数ずつであり，特に認知症当
事者は１名であった。研究参加の同意を得た認知症
カフェ数においても３か所であり，研究参加者数の
みならず，対象地域，運営主体も限られているため，
認知症カフェの参加の意義については限定されてい
る可能性を含んでいる。本研究で明らかになった認
知症カフェに参加している認知症当事者とその介護
者の参加の意義は，「体調に気遣いながら，毎日の
暮らしの中での愚痴や不満に耳を傾けてくれる認知
症カフェ実施者が存在し，認知症当事者とその介護
者がこれまで暮らした楽しい時間を回顧できるこ
と」であった。一方，地域に居住する高齢者は，

「少しでも健康を維持したいと希求し，そのための
行動が叶い，外出や行事を楽しむ機会があること」
であった。これらから，双方の参加の意義に相違が
生じていることが明らかになった。先行研究での認
知症カフェ実施者の視点での結果でも乖離が指摘さ
れており，具体的には，認知症当事者とその介護者
は，認知症カフェの内容の難しさや，顔見知りが集
まることで生じる不利益への恐れや羞恥心を抱き，
参加自体に障壁を感じていたこと，一方，地域に居
住する高齢者は，認知症カフェの内容に身体活動や
会食などを通じた顔見知りが集まる場を求めていた
ことである19）。これらから，１．認知症当事者とそ
の介護者がもつ認知症カフェの参加意義から考える

認知症カフェのありよう，２．地域に居住する高齢
者のもつ認知症カフェの参加意義から考える認知症
カフェのありようについて，認知症カフェ実施者が
捉えた先行研究結果と比較しながら述べる。
１．認知症当事者とその介護者がもつ認知症カフェ

の参加意義から考える認知症カフェのありよう
　本研究では，認知症当事者とその介護者が，「体
調に気遣いながら，毎日の暮らしの中での愚痴や不
満に耳を傾けてくれる認知症カフェ実施者が存在し，
認知症当事者とその介護者がこれまで暮らした楽し
い時間を回顧できること」という参加意義をもって
いることが明らかになった。
　先行研究での認知症カフェ実施者の視点19）では，
顔見知りが集まることで生じる不利益への恐れや羞
恥心を抱き，参加自体の障壁を感じていたことが明
らかになったが，他の研究においても，認知症当事
者とその介護者が周囲に理解してもらうことができ
ず，孤独感や不安を抱いているとしている20－21）。本
研究では，このような結果は認められなかったが，
この理由としては，認知症当事者とその介護者が３
名という少なさが影響していることが考えられる。
また，本研究結果のカテゴリ【私を知る認知症カ
フェ実施者が，体調を気遣い，話を聴いてくれる】
内の２つのサブカテゴリ < 私を知る認知症カフェ
実施者が，家族への愚痴など私の話を聴いてくれる>
< 男性参加者が少なく寂しさを感じるものの，私の
介護経験を知る認知症カフェ実施者が体調を気遣っ
てくれる > から，認知症当事者とその介護者に関
心を寄せ，気遣い，話を聴いてくれる認知症カフェ
実施者の存在を得ていたことが影響していることが
考えられる。
　そのような認知症カフェ実施者のかかわりに加え
て，【認知症当事者のよいところやともに暮らした
楽しい時間を思い出す機会を得る】内の２つのサブ
カテゴリ < 認知症当事者のよいところやともに暮
らした楽しい時間を思い出す >< 昔懐かしい場所へ
の外出を楽しむ機会を得る > からも，認知症カフェ
の行事として，過去居住していた場所など懐かしさ
を感じる場所への外出機会を認知症当事者とその介
護者が得ることや，認知症当事者のよいところを再
確認し，これまでともに暮らした楽しい時間を介護
者が回顧するという参加意義を認知症カフェにもっ
ていたことから，そのような情緒的対応を求めてい
たと考える。介護者は，他者との交流等の心休まる
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居場所を得たことで，認知症当事者に自分らしく向
き合うことができるとされ22），認知症カフェが認知
症当事者とその介護者にとって心休まる居場所とな
れるよう，認知症当事者とその介護者の話を聴くこ
とや，認知症当事者とその介護者の強みを見出し，
伝えること，認知症当事者とその介護者がともに歩
んだ過去を想起できるような話題を提供することな
どの情緒的対応を認知症カフェで行っていくことが
求められる。
　これらのことから，認知症当事者とその介護者の
状況をよく知る特養ホームスタッフや認知症カフェ
実施者のかかわりが，認知症カフェへの参加の意義
に影響していると捉えられ，これは，介護サービス
を展開する事業者が，認知症カフェの設置主体であ
ることの利点があるといえる。認知症カフェの設置
主体については，全国の1518市町村で実施される認
知症カフェのうち，特養ホームを含む介護サービス
施設・事業者が28％と最も高い割合を占めていた23）。
認知症カフェがそれらの事業者によって運営される
ことで，認知症当事者とその介護者の支援に寄与で
きる可能性があるといえる。
　
２．地域に居住する高齢者のもつ認知症カフェの参

加意義から考える認知症カフェのありよう
　本研究では，地域に居住する高齢者が，「地域に
居住する高齢者は，少しでも健康を維持したいと希
求し，そのための行動が叶い，外出や行事を楽しむ
機会があること」という参加意義をもっていること
が明らかになった。
　先行研究での認知症カフェ実施者の視点19）におい
ても，身体活動や会食などを求める同様の結果が示
され，本研究結果の２つのカテゴリ【身体的老化や
老化による社会性の変化を自覚するが，少しでも健
康を維持するための行動が叶う】【外出や季節の行
事を楽しむ機会を得る】と共通する。それらのカテ
ゴリ内の４つのサブカテゴリ < 視聴覚や歩行能力
の低下などの老いを自覚するが，少しでも元気でい
たいと願って運動する >< 普段は会話の機会の減少
や他者との関係構築の難しさを感じるが，顔見知り
が集まり言いたいことが言える >< 物忘れを自覚し，
外出の機会を得て人と会うことで対策をする >< 外
出や季節の行事を楽しむ機会を得る > から，老い
による自らの身体に起こる変化，配偶者との別離等
による居住形態の変化に適応しようとしているもの

の，『外出したいができない』『話をしたいができな
い』等，独居・家族と同居に関わらず葛藤する気持
ちを抱えていたことが示された。これは，地域に居
住する高齢者が孤立している状況を表しているとも
いえる。高齢者の中には，気軽に会話し，相談でき
るような豊かな人間関係を築くことができず，社会
的に孤立している状態にあり24），中でも男性は，配
偶者等の限定された関係に終始しているとされてい
る25－26）。そのため，地域包括支援センターや市町村
保健師，民生委員等の地域の関連機関との連携によ
る，地域に居住する高齢者に関する情報の把握と共
有が必要である。加えて，同居家族や地域住民に向
けて，地域に居住する高齢者の現状を発信し，ひと
りひとりが高齢者への対応を考える機会を設けるこ
とも必要である。

３．本研究の限界と今後の課題
　本研究は，X 市にある特養ホームが運営する３か
所の認知症カフェを分析対象にしたことから，対象
地域や研究対象施設・研究対象者数ともに限定的で
あったため，認知症カフェに参加しているすべての
参加者の参加意義を表しているとはいいがたい。今
後は，特養ホームを設置主体とした認知症カフェを
利用する多くの参加者の参加の意義を明らかにする
こと，他の運営主体の認知症カフェを利用する参加
者の参加の意義を明らかにすること，また認知症カ
フェに参加できていない，あるいは参加中断となっ
た人々に目を向けることが今後の課題であり，これ
らの課題を解決することによって，認知症カフェが

「認知症の人とその家族・友人にとって自分らしさ
を発揮し，社会とかかわりを持てる場所」になり得
る。

Ⅴ．結語

　認知症カフェへの参加意義を解明するために，特
養ホーム運営の認知症カフェ参加者（認知症当事者
とその介護者３名，地域に居住する高齢者３名）を
対象に，１年間フィールドワークとインタビューを
行い，エスノグラフィの手法を用いて質的帰納的に
分析した。その結果，以下の結論を得た。
１．特養ホームが運営する認知症カフェの参加者の

うち，認知症当事者とその介護者，地域に居住す
る高齢者における認知症カフェへの参加の意義は
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異なっていた。
２．認知症当事者とその介護者の参加意義は，「体

調に気遣い，毎日の暮らしの中での愚痴や不満に
耳を傾けてくれる認知症カフェ実施者が存在し，
これまで暮らした楽しい時間を回顧できる」で
あった。

３．地域に居住する高齢者の参加意義は，「少しで
も健康を維持したいと希求し，そのための行動が
叶い，外出や行事を楽しむ機会がある」であった。

　認知症当事者とその介護者，地域に居住する高齢
者がもつ認知症カフェへの参加意義は，それぞれ異
なることを理解し運営する必要があることが明らか
になった。具体的には，認知症当事者とその介護者
には各々が感じている感情を共有するなどの情緒的
対応，地域に居住する高齢者には健康維持のための
積極的対応が求められることが示唆された。それら
によって，認知症カフェが「認知症当事者とその介
護者・友人にとって，自分らしさを発揮し，社会と
かかわりの持てる場所」になり得る。
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Significance of participation in the activities of a dementia café 
managed by a special nursing home for older adults

Mariko SUMI, Hirotaka TAKUSHIMA

Abstract

　Dementia cafes are one of the important social resources for realizing dementia measures in 
Japan. The study’s aim was to clarify the significance of participation by people with dementia, 
their caregivers, and older adults living in the community in the activities of a dementia café. 
Therefore, we conducted a survey of six participants, including three persons with dementia and 
their caregivers, and three older adults living in the community in a dementia café managed by a 
special nursing home for older adults. We conducted the survey using fieldwork and interviews for 
one year. The data obtained from the above surveys were analyzed qualitatively and inductively 
using ethnographic techniques. The results revealed that:
1.　 People with dementia and their caregivers found it meaningful to participate in the activities of 

the dementia café because they could reminisce their lives that they had lived in the café, 
where there were people who cared about their physical condition, and empathically listened 
to their complaints and frustrations in their daily lives.

2.　 Older adults residing in the community had a desire to maintain their health as much as 
possible, and participating in the activities of dementia café helped them in taking steps to fulfil 
this desire and have the opportunity to enjoy outings and events.

　Thus, these findings suggest that it is necessary to understand that the significance of 
participation in the activities of a dementia café is different for people with dementia, their 
caregivers, and older adults living in the community, and to manage the café accordingly.


